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「新奇な秩序 を持つ 系で の 相転移」

パ イロクロア格子物質における ス ピングラス様振舞い
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　最近、カゴメ格子系、
パ イロ クロ ア格子系などの幾何学的フラス トレーシ∋ ン系の物質に

おいて、低温でス ピングラス様 （SG −like）振舞い力観 則されて い る。 この SG −like相におい

て、弱磁場磁化率は従来の ス ピングラス （SG）と類似 した振舞い を示す。 しか し 、 比熱は

磁化率のカス ブ品度で異常を示すとい う SG とは異な っ た振舞いを示すため 、 現状で は幾何

学的フラス トレーシ ョ ン系物質の SG −1ike相が従来の SG 相と同等で あるとは言い切れない 。

そ こで 、 従来の SG で観 則されている SG 転移温度 TSG（H ）の磁場依存性 との比較を目的と

して 、SG −like相が観測されて いるパ イロ クロア格子系物質 Li
．
Z ［lt．．V204 につ い て直流磁化率

の磁場依存性を測定し、 SG −like転移温度Ts。．、k。（H）の磁場依存性を詳細に調べ た。

　LITV20
、 は遷移金属酸化物としては初の

重い電子系物質で あり、 少な くとも 4K

まで は立方晶のままで構造転移、磁気転

移は存在しない［1］。 V の 価数は平均 3．5

価で、V3＋

と V4’

が 1：1 で存在して いると

考え られ て い る 。

一
方 、 ZnV20

、 は

Ts＝ 49　K で 構造相転移を 示 した 後に

T
．
＝39　K で反強磁性転移を示すフラス ト

レー ト反強磁性体で ある［2】。 この 両者

の 混晶 Li
．
Zni．，V204の うち 0．1くx＜ 1．0 の

試料で SG −1ikeの振舞いが観測されてい
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図 1 ：Li．Zn1．、V204 の 弱磁場中での 直流磁化 。

る［2，3］。図 1 に弱磁場中で測定 した直流磁化率を示す。 従来の SG と同様に、弱磁場中で は、

ゼロ磁場冷却後に測定 した磁化 （MZFC）がカス プを示 し 、 カス プ温度 より低温側で Mzc と

磁場中で 冷却 しながら測定 した磁化 （M 黔 との間に差が現れて いる 。

　従来の SG では、　 MZFCと M
κ

との間に差力覡 れる温度を T．gコ（H）と定義すると、 磁場の増

加 とともにカスプはつ ぶれ、TSG（H）は低温側にシフ トする 。 こ の Tsc
］（H）の磁場依存性は de

Almeida−Thouless ［4］によっ て提唱された AT −lineと呼ばれる関係式、
　 H ＝ A ［1−TsG（H）rrse（0）］

α

、

α ＝ 15 、 に従 うことが知 られてい る［5］。 図 2 に示 した よ うに、Li．Znl．．V 、
O

、
において も SG と
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図 2 ：Lら3Zn 。．7V204 の直流磁化の磁場依存性 。

同様に、磁場の増加とともにカス プが

つ ぶれ、MZFC と 確 との間 に差が現

れる温度 TSG．like（H ）は低温側 にシ フ ト

して い く 。 xO ，3，0．7，0．8 の試料で得

られた TSG．likn（H）の磁場依存性に対 し

て も、SG と同様に AT −lme の式を適

用するこ とがで きた 。 しか し、得 られ

た冪 α の値はそれぞれ 2．24，1．43，
122

とな り、従来の SG で得 られていた α

〜 1，5 とは大きく異なるこ とが明らか

とな っ た 。 従 っ て、転移温度の磁場依

存性の観点か ら見ると、Li
．
Z賑 V204の低温で観 則されて いる SG −like相は従来の SG 相とは

磁気的性質が異な っ て い ると結論づけるこ とがで きる 。

　さ らに LiZil
，一，V20 、

の磁化の振舞いを SG と詳細 に比較 してみ ると、 （1 ）磁場によるカス

プの つ ぶれ方 （磁場による磁化の値の変化）が SG と比べ て非常に小 さい 、（2 ）MZR ］

の

T＝ 0 へ の外挿値が M7TC≠ 0 （SG で は MznCt ）、などの違いが明 らかとな っ た。この こ とか

ら、Li
．
Znt．，V204における SG −1ike相で は一部のス ピン （成分）のみが SG 的に振舞っ て いる

こ とが予想される。

　以上の様に磁気的振舞い に違いが生 じて いる原因として、SG 物質と幾何学的フラス トレ

ーシ ョ ン系物質とでは フラス トレーシ ョ ンの起i勵 猿 う、Lirv
，
0

、
が重い電子系物質である、

な どが考えられる。今後、こ れらの点を解明するためにさらに研究を進めて い く計画であ る 。
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